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拝啓 陽春の候、同窓諸兄姉におかれましては、益々ご清祥にてご活躍のことと、お慶び申し上げます。
さて、平成 12年度の長岡中学ならびに長岡高等学校の同窓会を、下記の要領にて開催いたしたく、ご案
内いたします。

西暦 2000年を迎え、いよいよ吾が同窓会も 21世紀につなぐ節 目の年となります。今年度幹事がミレニア
ム事業として「米百俵プロジェクト」を計画し、東京支部といたしましても応援しております。

当日は、年度幹事より総会の前に「米百俵」関係の催事をしたいと申し出があり、そのようにしたいと思って

おります。ご多用とは存じますが、ぜひご出席いただきまして、21世紀へ向う同窓会のよリー層の強い

絆を確認し、楽しい会にしたいと願っております。

時節柄、ご自愛、ご専一のうえ、当日、お元気な笑顔でお会い出来ますことを楽しみにいたしております。

敬具

平成 12年 (2000年)2月 吉日
長岡中学 。長岡高等学校同窓会 東京支部長 吉野達平

1.日  時  平成 12年 (2000年)4月 21日 (金)18時 30分～20時 30分
なお「米百俵プロジェク ト」の会を

17時 00分～18時 00分

に開催します。詳細裏面

2.会 場  東京會館 ローズルーム (9階 )
3.同伴者のご参加

ゴ同伴者のご参カロをお待ちしております｀

                  (当 日13,000円 )4.参カロ費  同窓会員本人 男性  12,000円
(当 日 9,000円 )女性   8,000円
(当 日 9,000円 )8,000円ご同伴者

5。 参カロ申込み

同封の折込み用紙にて、郵便局から参加費をお振り込みください。参加費の入金をもつて

参加申込みとします。 (振込手数料は必要ありません)

なお

(1)

(2)

6.申 し込み絞 め切 り
7. 参カロ取り消し

申し込み後やむを得ない事情で、参カロを取 り消される場合は、3月 31日 (金)までに年度幹

事代表まで「はがき」もしくは「FAX」 にてご連絡下さい。それ以降のキャンセルは参加費を返

却できませんのでご了承下さい。

払込み用紙の控えの半券を同窓会当日にご持参下さい。

参力日費の振込みができなくて、当日会場にてお支払い頂く場合は、上記の通り 1,000

円力日算した参加費を申し受けさせて頂きますことをご了承下さい。

平成 12年 (2000年)3月 15日 (水 )

・・・裏面に続く



(仮 )『米百俵プロジェクト』催事の御案内

昭和 44年卒 東京孜々の会
会長  大  原  精  一

全国の長中。長高同窓生に呼びかけ、スター ト致しました「米百俵プロジェクト」も皆様の御理
解と絶大なる御支援のもと目標とする600口 を達成することができました。
大いなる感動と共に、皆様に会を代表しまして心より御礼申し上げます。

お蔭様で4月 7日 には我々孜孜の会のメンバーが現地へ参りまして、カンボジアの首都プノンペン
から車で 2時間ほどの というところで、「米百俵スクール」の開校式を行って参りま
す。
バーナード・クリッシャー氏の先導のもと、カンボジア政府から       氏も出席され、村
人、子供達が見守る中、開校式が行なわれる予定です。
舞台は変わりまして、改めまして東京同窓会の前に「米百俵スクール」の贈呈式を駐日カンボジア
大使       、バーナード・クリッシャー氏をお迎えして長中◆長高同窓の皆様と御一緒に
とり行ないたいと思います。

又基調講演と致しまして、吾が同窓で言論界に於きまして大活躍をされていらつしゃいます、櫻
井よしこ様に (仮)「米百俵と21世紀の教育を考える」というお話を賜りたいと存じます。
同窓諸兄姉と共に、この「米百俵スクール」を通じて、教育の原点を考え、又カンボジアの子供達
にその精神が伝わることが出来るとするならば、これに優る幸せはございません。
御支援、御協力に感謝申し上げますと共に、当日の御出席を心よりお待ち申し上げます。

ありがとうございました。

● 2000年記念行事・米百俵 プロジェク ト

プログラム

1.基調講演
(仮)「米百俵と21世紀の教育を考える」

2.ご来賓挨拶
「米百俵」著者 山本有三氏 御長女
「米百俵」英訳本著者

3.「米百俵スクール」贈呈式

駐日カンボジア大使

(17: 00-18: 00)
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ア主宰者        バーナード̀ク リッシャー氏

御両氏の謝辞・挨拶

● 平成 12年度 (2000年 )長中・長高同窓会・東京支部総会  (18:30～ 20:30)
プログラム

1.開会の辞
2.東京支部長挨拶
3.ご来賓挨拶

4.鏡開き
5。  跡

6.御歓談
7.校歌 。応援歌 斉唱
8.次年度幹事団 (昭和45年度卒)紹介
9.閉会の辞

櫻 井 良 子 氏

永 野 朋 子 氏

ドナルド。キーン 氏
両氏とも寄稿文朗読

昭和44年度卒 幹事代表 大 原 精 一
東京支部長      吉 野 達 平 様
同窓会会長      永 井 淳 夫 様

様長岡高校校長


